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１．理科自由研究のすすめ
夏休みの宿題の一つに「理科の自由研究」があります。１学期最後の理科の授業では、

「理科の自由研究のやり方」を説明しました（右ページ２参照）。

では、なぜ、理科の自由研究を勧めるのでしょうか。理科の教師だからでしょうか、そ

れとも理科の成績を上げるためでしょうか。

もちろん、それもありますが、一番大きな理由は別にあります。それは、「子どもの力

を伸ばすため」です。理科の自由研究は、めんどくさいものです。この場合の「めんどく

さい」とは、①何をしていいか分からない、②どうにやるのか考えられない、③すぐにで

きない（時間がかかる）、などでしょう。しかし、考えてみると、よく分かっていて、考

えなくてよくて、すぐできてしまうことをやっても、成長や進歩は望めないでしょう。

「子どもの力を伸ばす」とは、今の力に対して少しだけ上の目標やねらいを立て、何か

工夫をしたり、新しい試みをしたりして、その目標やねらいを達成するように努力するこ

とです。学校での学習は、このように組み立てられています。

ところが、この学校での学習は、それぞれの教科の中でしか使えないというがよくあり

ます。たとえば、国語の漢字テストはよくできるのに、ほかのテストや日記などではあま

り漢字を使えないということです。また、算数のテストも成績もいいのに、買い物でのお

つりの計算やお菓子を等分することができない（したがらない）などです。

こうした教科学習等を活用し、使えるものにするきっかけになるのが、めんどくさいと

思われている「理科の自由研究」なのです。それは、次のようなわけがあるからです。

まず、自由研究のテーマを決めるというのは、「自己決定」です。「人生は選択の連続」

と言われています。誰に指示されることなく、自分を見つめ、その興味・関心に基づき、

テーマを絞り込み決めていくことは、「決定力」や「決断力」と、結果に対する「自己責

任」を学ぶことになります。

次に、実験・観察方法を考えるのには、いくつかの資料等を探して、調べなくてはなり

ません。これは、社会や国語、総合などで学んだ力を生かす必要があります。

そして、実験・観察では、理科で学んだ条件制御や関係性を考えながら、細かく正確に

記録していきます。スケッチする場合は、図工の力が生かせますね。

さらに、考察（わかったこと）では、国語の説明文で学んだこと（書き方、表現）や算

数のグラフ・表の書き方・解釈を使って、わかったことをわかりやすく表現していきます。

このように、最終的に一つの自由研究として仕上げるためには、学校教育で学んだこと

を総動員しなければならないのです。これが、めんどくさいと思われる最大の要因でしょ

う。このめんどくさいを克服すると、それまでバラバラだった各教科の力が一つにまとま

り、突き抜けるように子どもの力を伸びるようになります。子どもの力を伸ばすために「理

科の自由研究」を勧める要因が、ここにあるのです。

今夏、開催されるロンドンオリンピックに出場する選手は、徹底的に何をどうやるかを

自分（チーム）で考え、すべての時間をその練習に当てることで、自分の力と技を進歩さ

せ、最高のパフォーマンスを見せられるようにしています。オリンピック選手の技は、人

間の限界に挑戦するもので、科学の力を借りたトレーニングも生かされています。

そんなオリンピックを見ながら、「自分の力を伸ばす」ために、今年は理科の自由研究

に挑戦してほしいと思っています。お家でも、励ましの言葉や支援してあげてください。

どうぞ、よろしくお願いします。

２．理科の自由研究の書き方とポイント
子どもたちには「理科自由研究のやり

方」というプリントを配って、手順を説

明しました。主に、書き方についてにで

すが、①研究のテーマ、②研究の動機、

③研究の目的、④研究の方法、⑤研究の

結果、⑥考察・結論（わかったこと）、

⑦感想、の順で書くとよいと言いました。

また、裏面には、簡単なヒントと研究

内容のポイントを書いておきました。

さらに、「自由研究の道」という自由

研究のテーマ選びにつながるフローチャ

ートを使って、興味のあるテーマを絞り

込むこともしました。

「理科の自由研究」ですので、理科で

学習したことを中心に、何かを見つけて調べたり、実験や観察ができたらよいと思ってい

ます。ただし、本やインターネットで調べたことを丸写しにするのは、自由研究とは言え

ません。あくまでも、「実際に、自分でやる」ことが大切です。

自由研究の提出と発表会について
教科書の自由研究を紹介するページ「わたしの研究」に習って、Ａ３版で横罫線が入

った「自由研究用紙」を１人４枚配りました。最低でも２枚以上になるように書いてほ

しいと思っています。絵は別の紙に書いて、後から貼り付けるようにするとよいでしょ

う。なお、最初から大きな紙（模造紙）に書いたり、貼ったりして仕上げてもいいです。

ただし、４枚以内にまとめる必要があります。

今年は、１０月１３日（土）に藤岡市総合学習センターで、「第１回藤岡市理科研究

発表会」が行われますので、鬼石小学校からもたくさんの発表作品が出るようにがんば

ってほしいと思っています。また、その後、群馬県の発表会もあります。


